
10：20
～

12：00

鳥取県西部総合事務所
米子保健所長　大谷 眞二

12：00
～

13：00

口演 1
デジタルツールを活用した『働く世代』の健康増進モデルの構築に向けた取組～
鳥取県東部圏域の地域・職域連携による実証事業の成果と考察～

鳥取市健康こども部鳥取市保健所　健康づくり推進課 係長 長尾
ながお

　真弓
まゆみ

口演 2 倉吉保健所における思春期保健対策について 鳥取県中部総合事務所倉吉保健所　健康支援総務課 保健師 森石
もりいし

 夢
ゆめ

華
か

口演 3
小学校を中心とした地域一体で取り組む健康づくりに向けて
～遷喬小学校ノーメディアタイムの取組での実践報告～

鳥取市健康こども部鳥取市保健所　健康づくり推進課 保健師 谷長
たになが

　智華
ちか

口演 4 更年期症状・障がいの男女間相違に関する検討～県民相談をもとに～ 鳥取大学保健管理センター 医師 千酌潤
ちくみじゅん

口演 5 鳥取県西部圏域における救急搬送の年次推移と関連要因の検討 鳥取県西部総合事務所米子保健所　医薬・感染症対策課 課長補佐 山田
やまだ

　まどか

口演 6 社会福祉と動物愛護の連携のために～現状とこれから～ 鳥取県中部総合事務所倉吉保健所　生活安全課 衛生技師 市川
いちかわ

　利奈
りな

誌上 7 鳥取大学におけるプレコンセプションケアの取り組み 鳥取大学保健管理センター米子分室 看護師 平尾敦子
ひらおあつこ

口演 8
境港市におけるヒアリングフレイル予防の取り組み
～2年間の「聴こえの相談会」を振り返って～

境港市役所長寿社会課地域包括支援センター 理学療法士 小原
こばら

　幸照
たかあき

口演 9 後期高齢者のハイリスクアプローチにおける訪問記録分析から見えてきたこと 鳥取県後期高齢者医療広域連合 主任 堀村
ほりむら

　由佳
ゆか

口演 10
炎症マーカーに着目したフレイル健診結果の分析と考察
～米子市尚徳地区フレイル予防巡回健診～

鳥取大学医学部医学科社会医学講座健康政策医学分野 特命助教 辻本
つじもと

　真
まこと

口演 11 認知症の正しい理解がもたらす効果について 琴浦町すこやか健康課地域包括支援センター 係長 松本
まつもと

　満
ま

耶
や

口演 12
鳥取県における自死対策事業
～３年連続自殺死亡率全国最少の背景を振り返る～

鳥取県立精神保健福祉センター 係長 東原
ひがしはら

　有加
ゆか

口演 13
精神障害者保健福祉手帳の疾病別推移及び精神保健福祉センターにおける研
修

鳥取県立精神保健福祉センター 保健師 湯谷
ゆたに

　友妃子
ゆきこ

誌上 14 鳥取県における措置入院制度の運用状況～令和７年度の実績から～ 鳥取県立精神保健福祉センター 係長 田村
たむら

　有希
ゆき

口演 15 大腸がん検診における要精密検査者の追跡調査 公益財団法人鳥取県保健事業団　本部健診課 臨床検査技師 中口
なかぐち

優希
  ゆき

口演 16
健康寿命延伸のための調査・分析事業（第１報）
特定健診受診状況と受診者の背景からみた健康づくりのアプローチ

鳥取県西部総合事務所米子保健所　医薬・感染症対策課
（前：鳥取県福祉保健部健康医療局健康政策課）

保健師 田中
たなか　ゆうな

　優凪

口演 17
健康寿命延伸のための調査・分析事業（第２報）
特定健診データ分析から示唆される健康課題

鳥取県西部総合事務所米子保健所　医薬・感染症対策課 課長補佐 吉田
よしだ　けい

　慧

口演 18 当財団職員の健康課題の現状について（第２報） 公益財団法人鳥取県保健事業団　企画調整課　指導係 係長 前谷夏澄
まえたにかすみ

口演 19 地域事業者・住民組織・行政が協働した食環境整備の実践 大山町役場健康推進課 課長補佐 野口千晴
のぐちちはる

口演 20 介護保険施設における口腔管理推進に向けた取組 鳥取県西部総合事務所米子保健所　健康支援総務課 歯科衛生士 遠藤
えんどう

　あすか

口演 21
循環備蓄の実践が家庭での食備蓄および知識に与える影響
～令和６年度鳥取県県民調査の結果から～

公益社団法人鳥取県栄養士会 管理栄養士 河原
かわはら

 千明
　ちあき

口演 22 令和7年4月開始の急性呼吸器感染症(ARI)の病原体検出状況について 鳥取県衛生環境研究所 研究員 川崎　李乃
かわさき　りの

口演 23 2024年から2025年にかけての鳥取県におけるマクロライド耐性百日咳菌の流行 鳥取県衛生環境研究所 主任研究員 上田　豊
うえだ　ゆたか

口演 24 外国出生結核患者の円滑な療養支援に向けた検討 鳥取県西部総合事務所米子保健所　医薬・感染症対策課 保健師 小野
　おの　ゆき

　結貴

口演 25
倉吉保健所における性感染症検査の現状について
～受検者アンケート結果から～

鳥取県中部総合事務所倉吉保健所　医薬・感染症対策課 保健師 加藤
かとう

　あゆ美
み

口演 26 劇症型溶血性レンサ球菌感染症に関する研究について（第１報） 鳥取県衛生環境研究所 研究員 音田　李帆
おんだ　ももほ

誌上 27
感染性胃腸炎の集団発生に係る積極的疫学調査からみた今後の施設指導のあ
り方について

鳥取市健康こども部鳥取市保健所　保健医療課 主幹
あきよし　りょうこ

秋吉　涼子

計

10：20
～

12：00

鳥取県西部総合事務所
米子保健所長　大谷 眞二

12：00
～

13：00

口演 28 洋生菓子製造施設への衛生管理の改善指導について 鳥取県西部総合事務所米子保健所生活安全課 衛生技師 加藤
かとう　　うい

　有唯

口演 29
リアルタイムPCR法による下痢原性大腸菌検査と細菌性食中毒遺伝子検査法の
迅速化検討

鳥取県衛生環境研究所 研究員 高野　史嗣
たかの　ふみつぐ

口演 30 食品中に残存する農薬等に関する試験法の妥当性評価について 鳥取県衛生環境研究所 研究員 陶山　彩郁
すやま　さやか

口演 31 残留農薬試験の内部品質管理の変更の検討 鳥取県衛生環境研究所 主幹研究員 吉井　勝信
よしい　かつのぶ

口演 32 食品取扱施設における床面からの跳ね水等による汚染状況について
鳥取県中部総合事務所
倉吉保健所

係長 湊　沙花
みなと　さやか

口演 33 簡易専用水道の給水栓における金属元素濃度分析 公益財団法人鳥取県保健事業団　環境検査課 主任 小西
こにし

史高
ふみたか

口演 34 気温等の影響によるプールの残留塩素の減少について 公益財団法人鳥取県保健事業団　試験検査課 主幹 髙野
たかの

剛
つよし

口演 35 大山地域における降水特性について 鳥取県衛生環境研究所 研究員 盛山　哲郎
せいやま　てつろう

口演 36 中海の底層溶存酸素量及び沿岸透明度の空間特性 鳥取県衛生環境研究所 主幹研究員 森　明寛
もり　あきひろ

誌上 37 要支援者のペット飼育に関する課題解決に向けた鳥取市保健所の取組
鳥取市健康こども部
鳥取市保健所生活安全課

主幹 松村　あかり
まつむら　　　　　　

口演 38 環境試料の迅速溶出試験によるスクリーニング手法の検討 鳥取県衛生環境研究所 主任研究員 竹永　陽斉
たけなが　ようせい

口演 39 と畜場搬入牛におけるSFTSウイルスの浸淫状況 鳥取県食肉衛生検査所 課長補佐 羽田
はねだ

　智
とも

栄
え

口演 40 鳥取県希少野生動植物カラスガイの野生復帰に向けた取り組み 鳥取県衛生環境研究所 研究員 倉元　真由子
くらもと　まゆこ

計

合
計

特別講演
（小ホール）

　「高病原性鳥インフルエンザウイルスの現状−地球規模の分布域拡大と哺乳動物への感染−」
　講師：鳥取大学鳥由来感染症グローバルヘルス研究センター長　山口　剛士 氏

昼休憩

　第６６回鳥取県公衆衛生学会発表演題一覧
令和８年６月23日現在

発表区分
発表
時間

座長
整理
番号

演題名 所　　　属 職　名
（ふりがな）

氏　　　名

15：00
～

16：00

鳥取大学医学部社会医学講座
環境予防医学分野　助教　桑原 祐樹

生
活
習
慣
病
・
栄
養
・
口
腔
衛
生

第１分科会＜保健＞
米子コンベンションセンター　小ホール

第２分科会＜衛生・環境＞
米子コンベンションセンター　第３会議室

高
齢
者
保
健
・
精
神
保
健

14：00
～

15：00

鳥取県西部総合事務所
米子保健所　医薬・感染症対策課長
谷野　真由美

地
域
保
健
・
健
康
づ
く
り

13：00
～

14：00

鳥取県中部総合事務所
倉吉保健所長　小倉　加恵子

特別講演
（小ホール）

「高病原性鳥インフルエンザウイルスの現状−地球規模の分布域拡大と哺乳動物への感染−」
　講師：鳥取大学鳥由来感染症グローバルヘルス研究センター長　山口　剛士 氏

昼休憩

災
害
・
感
染
症

職　名
（ふりがな）

氏　　　名
発表区分

発表時
間

座長
整理番

号
演題名 所　　　属

環
境
衛
生
・
動
物
愛
護

環
境
保
全
・
そ
の
他

13：00
～

13：50

食
品
衛
生

鳥取市健康こども部
鳥取市保健所長　長井　大

16：00
～

17：00

13：50
～

14：30

鳥取県西部総合事務所
環境建築局長　池山　恒平

鳥取県食肉衛生検査所長
大下　幸子

鳥取県中部総合事務所
環境建築局長　大呂　忠司

14：30
～

15：00

口演 36 題 誌上 4 題 計 40 題

口演 24 題 誌上 3 題 計 27 題

口演 12 題 誌上 1 題 計 13 題
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